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教
師
の
意
見
を
発
信
す
る
場

囲
み
記
事
を
上
手
に
使
っ
て
、
教
師

の
意
見
な
ど
を
伝
え
て
い
る
ケ
ー
ス
は
、

『
学
校
通
信
「
せ
せ
ら
ぎ
通
り
」』（
市
川

市
立
南
行
徳
小
学
校
・
武
藤
和
彦
先
生
）

や
、『
学
級
通
信
「
成
」』（
岡
崎
市
立
梅

園
小
学
校
・
柵
木
弓
先
生
）、『
学
級
通

信
「
こ
ば
」』（
岡
崎
市
立
生
平
小
学

校
・
小
林
彰
一
先
生
）
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
作

品
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
で
、
子
ど
も
た
ち
の
声
を
積
極
的
に
取

り
上
げ
る
作
品
も
目
立
ち
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
全
員
登
場

優
秀
賞
受
賞
の
『
学
級
通
信
「
富
樫
便
」』

（
酒
田
市
立
第
四
中
学
校
・
富
樫
紀
子
先
生
）
で

は
、
題
字
横
に
ス
ペ
ー
ス
を
と
り
、
生
徒
の
コ

ー
ナ
ー
と
し
て
い
ま
す
。

「
漢
字
一
字
で
表
現
す
る
今
年
の
テ
ー
マ
」

「
ク
ラ
ス
の
い
い
と
こ
ろ
ベ
ス
ト
３
」「
私
の
好

み
」「
ち
ょ
っ
と
し
た
幸
せ
を
感
じ
る
と
き
」

「
〇
年
後
の
自
分
」「
こ
ん
な
時
春
を
感
じ
る
」

の
６
つ
の
テ
ー
マ
で
、
生
徒
が
毎
号
登
場
。
題

字
横
と
い
う
、
い
ち
ば
ん
目
立
つ
場
所
を
活
用

し
て
お
り
、「
生
徒
の
こ
と
が
よ
く
分
か
り
、
十

分
楽
し
め
る
企
画
」
と
審
査
員
か
ら
高
く
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

同
様
に
３
ク
ラ
ス
１
０
４
名
の
子
ど
も
た
ち

全
員
が
登
場
す
る
シ
リ
ー
ズ
も
の
が
特
長
と
な

っ
て
い
る
の
は
、『
学
年
だ
よ
り
「
飛
翔
」』（
倉
敷

市
立
琴
浦
西
小
学
校
・
大
崎
孝
先
生
）
で
す
。

「
６
年
生
の
仲
間
た
ち
」「
夏
休
み
と
っ
て
お
き

の
話
」「
小
学
校
の
思
い
出
を
胸
に
ジ
ャ
ン
プ
」

と
い
っ
た
テ
ー
マ
を
展
開
。
審
査
員
は
「
子
ど
も

た
ち
、
保
護
者
ど
ち
ら
か
ら
も
心
待
ち
に
さ
れ
た

こ
と
だ
ろ
う
」
と
評
し
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た

シ
リ
ー
ズ
も
の
の
一
部
を
囲
み
記
事
と
す
る
こ
と

で
、
効
果
的
な
紙
面
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

楽
し
い
コ
ー
ナ
ー
づ
く
り

生
徒
が
登
場
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
定
番
と
し
て

設
け
て
い
る
の
は
、
ほ
か
に
、『
学
校
だ
よ
り

「
き
ら
き
ら
星
２
」』（
砺
波
市
立
砺
波
南
部
小
学

校
・
中
嶋
秀
明
先
生
）。「
当
番
の
話
」（
発
表
や

質
疑
な
ど
の
や
り
と
り
の
記
録
）「
花
さ
き
山
」

（
友
だ
ち
の
よ
い
と
こ
ろ
を
伝
え
る
）「
今
日
の

第3回「育て！プリントコミュニケーション」コンクール
入賞作品から　　　　 ●よりよい通信をつくるヒント¤

囲み記事の工夫と効用
入賞作品の多くに、楽しい囲み記事が設けられていました。一回限りのものもあれば、シリーズで

ひとつのテーマを追うものもありました。いずれも今号の「巻頭インタビュー」で藤沢晃治先生が

「読ませる工夫」として強調している、「記事の区画分け」に成功しており、通信づくりの手法から

も参考になると思われます。審査員の先生方も注目した囲み記事にはどのようなものがあるか、見

てみましょう。

市川市立南行徳小学校　『学校通信「せせらぎ通り」』
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日
記
」（
先
生
の
寸
評
入
り
）
な
ど
が
審
査
員
に

も
好
評
で
し
た
。

『
学
級
通
信
「
笑
顔
の
為
に
」』（
岡
崎
市
立
連

尺
小
学
校
・
水
越
健
介
先
生
）
も
、「
明
日
に
向

か
っ
て
」「
自
己
紹
介
」「
み
ん
な
の
な
ぞ
な
ぞ
」

な
ど
の
楽
し
い
コ
ー
ナ
ー
を
、
設
け
て
い
ま
す
。

す
っ
き
り
感
を
出
す
手
法

記
事
を
線
で
囲
む
手
法
を
上
手
に
使
っ
て
す

っ
き
り
感
を
出
し
て
い
る
の
は
、
二
つ
の
「
保

健
だ
よ
り
」
で
す
。

最
優
秀
賞
受
賞
の
『
ほ
け
ん
だ
よ
り
「
ウ
ン

ク
ー
ネ
ル
ダ
ス
」』（
豊
橋
市
立
芦
原
小
学
校
・

鈴
木
玉
代
先
生
）
で
は
、
グ
ラ
フ
の
説
明
や
訴

求
ポ
イ
ン
ト
を
線
で
囲
ん
で
強
調
。
分
か
り
や

す
い
紙
面
づ
く
り
に
成
功
し
て
お
り
、
審
査
員

は
全
国
で
発
行
さ
れ
て
い
る
「
保
健
だ
よ
り
」

の
モ
デ
ル
と
な
る
存
在
と
賞
賛
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
優
良
賞
の『
ほ
け
ん
だ
よ
り
「
げ
ん
き

な
子
」』（
北
海
道
滝
上
町
立
滝
上
小
学
校
・
蛯
名

千
雪
先
生
）も
、
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
記

事
を
、
上
手
に
線
で
囲
む
こ
と
に
よ
っ
て
読
み

や
す
さ
、
分
か
り
や
す
さ
を
演
出
し
て
い
ま
す
。

蛯
名
先
生
は
、保
健
だ
よ
り
が
「
と
も
す
れ
ば

内
容
も
マ
ン
ネ
リ
化
し
や
す

く
、一
方
通
行
に
な
り
が
ち
」

と
入
賞
作
品
集
の
受
賞
の
言

葉
で
述
べ
て
い
ま
す
が
、そ
れ

を
打
開
し
た
い
と
い
う
問
題

意
識
が
こ
う
し
た
工
夫
に
結

び
つ
い
た
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、『
図
書
室
だ
よ
り
「
親
子
読
書
の
す
す

め
」』（
東
広
島
市
立
西
志
和
小
学
校
・
福
間
博

子
先
生
）
や
、『
進
路
ニ
ュ
ー
ス
』（
荒
川
区
立

諏
訪
台
中
学
校
・
香
山
昌
彦
先
生
）
な
ど
も
、

同
様
に
囲
み
記
事
の
手
法
を
う
ま
く
使
っ
て
、

読
み
や
す
い
紙
面
に
し
て
い
ま
す
。

砺波市立砺波南部小学校
『学校だより「きらきら星2」』

倉敷市立琴浦西小学校
『学年だより「飛翔」』

荒川区立諏訪台中学校
『進路ニュース』

北海道滝上町立滝上小学校
『ほけんだより「げんきな子」』

※学校名は応募時点のものです。
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